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 渡 辺 復 興 大 臣 閣 議 後 記 者 会 見 録  
（ 令 和 元 年 ８ 月 3 0日 （ 金 ） 1 7： 4 0～ 1 7： 4 8  於 ） 復 興 庁 会 見 室 ）  

 

１ ． 発 言 要 旨  

  本 日 ３ 点 を 御 報 告 い た し ま す 。  

  ま ず １ 点 目 。 令 和 ２ 年 度 の 復 興 庁 予 算 概 算 要 求 と 税 制 改 正 に つ い

て の 御 報 告 で す 。  

概 算 要 求 に つ い て は 、 配 布 資 料 を 公 表 い た し ま す 。 お 手 元 の 資

料 の と お り 、 復 興 庁 所 管 分 の 概 算 要 求 の 合 計 額 は 、 １ 兆 6 , 9 8 1億 円

と な っ て お り 、 そ の 内 訳 は 、 被 災 者 支 援 が 5 5 9億 円 、 住 宅 再 建 ・ 復

興 ま ち づ く り が 6 , 7 3 4億 円 、 産 業 ・ 生 業 の 再 生 が 5 4 9億 円 、 原 子 力

災 害 か ら の 復 興 ・ 再 生 が 9 , 0 7 5億 円 と な っ て お り ま す 。  

  要 求 の ポ イ ン ト は 次 の と お り で す 。 ま ず 、 来 年 度 は 復 興 ・ 創 生 期

間 の 最 終 年 度 の 予 算 要 求 と な り ま す 。 現 場 主 義 を 徹 底 し 、 被 災 者

に 寄 り 添 い な が ら 、 地 震 ・ 津 波 被 災 地 域 の 復 興 の 総 仕 上 げ 、 原 子

力 災 害 被 災 地 域 の 本 格 的 な 復 興 ・ 再 生 に 向 け て 、 全 力 で 取 り 組 ん

で ま い り ま す 。  

  こ う し た 観 点 に 立 っ て 、 来 年 度 予 算 に お い て も 、 被 災 地 の 抱 え る

課 題 に 精 力 的 に 対 応 す る た め の 予 算 を 要 求 し て ま い り ま す 。 特 に 、

住 宅 再 建 、 復 興 ま ち づ く り な ど イ ン フ ラ 整 備 に つ い て は 、 復 興 ・

創 生 期 間 内 の 完 工 を 目 指 し て 、 必 要 な 予 算 を 要 求 し て ま い り ま す 。  

  他 方 で 、 心 の ケ ア や 産 業 ・ 生 業 の 再 生 に つ い て は 、 被 災 地 か ら 引

き 続 き 支 援 を 求 め る 声 を 伺 っ て お り 、 こ う し た 現 場 の ニ ー ズ を 踏

ま え 、 き め 細 か な ソ フ ト 支 援 に 注 力 し て ま い り ま す 。 ま た 、 避 難

指 示 解 除 区 域 に お け る 帰 還 環 境 整 備 や 、 中 間 貯 蔵 施 設 の 整 備 を は

じ め 、 福 島 の 復 興 ・ 再 生 に 向 け た 取 組 に つ い て も 着 実 に 推 進 し て

ま い り ま す 。  

  以 上 の よ う に 、 令 和 ２ 年 度 に お い て も 、 復 興 の ス テ ー ジ の 進 展 に

応 じ て 生 ず る 課 題 の 解 決 に 直 結 す る 予 算 を 要 求 し て ま い り ま す 。  

  ２ 点 目 。 税 制 改 正 要 望 に つ い て で あ り ま す 。 ま ず は 復 興 特 区 税 制

に つ い て 、 今 般 、 与 党 復 興 加 速 化 本 部 第 ８ 次 提 言 に お い て 、 対 象

地 域 を 重 点 化 し た 上 で 、 復 興 特 区 税 制 の 適 用 期 限 を 適 切 に 延 長 す

る こ と 、 及 び 福 島 に つ い て は 、 福 島 特 措 法 税 制 に 一 本 化 す る こ と

に つ い て 検 討 す る こ と と 示 さ れ た こ と を 踏 ま え 、 事 項 要 望 を す る

も の で あ り ま す 。 同 提 言 や 被 災 地 方 公 共 団 体 の 要 望 等 を 踏 ま え 、

著 し い 被 害 を 受 け た 地 域 が 引 き 続 き し っ か り と 産 業 復 興 に 取 り 組

め る よ う 、 必 要 な 検 討 を 行 い 、 所 要 の 措 置 を 講 じ て ま い り ま す 。  

  次 に 、 帰 還 環 境 整 備 推 進 法 人 に か か る 課 税 の 特 例 に つ い て 、 適 用

期 限 の 延 長 を 要 望 す る も の で あ り ま す 。  

今 回 の 予 算 要 求 、 税 制 改 正 要 望 に 盛 り 込 ま れ た 取 組 に よ っ て 、
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被 災 地 の 方 々 が １ 日 も 早 く 、 安 心 し て 生 活 で き る 環 境 を 取 り 戻 せ

る よ う 、 必 要 な 予 算 の 確 保 等 に し っ か り と 取 り 組 ん で ま い り ま す 。

詳 細 に つ い て は 事 務 方 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

３ 点 目 。 来 週 、 ９ 月 ２ 日 に 第 ４ 回 復 興 五 輪 連 絡 調 整 会 議 を 岩 手

県 に お い て 開 催 い た し ま す 。 本 会 議 は 復 興 五 輪 担 当 で あ る 橘 復 興

副 大 臣 を 議 長 に 、 被 災 ３ 県 の 実 務 代 表 者 等 に お 集 ま り い た だ き 、

復 興 五 輪 の 推 進 に 向 け て 情 報 交 換 を 行 う も の で あ り ま す 。  

第 ４ 回 目 と な る 今 回 は 、 さ ら な る 機 運 醸 成 や 復 興 の 情 報 発 信 の

強 化 、 被 災 地 産 食 材 の 活 用 等 に 関 し て 御 意 見 を 伺 う 予 定 で あ り ま

す 。  

こ の 会 議 を 通 じ て 、 ３ 県 の 関 係 者 か ら よ く 御 意 見 を 伺 い 、 復 興

五 輪 に 関 す る 取 組 を 後 押 し し て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。  

   

２ ． 質 疑 応 答  

（ 問 ） 予 算 の 概 算 要 求 で す が 、 大 臣 が お っ し ゃ っ た よ う に 、 復 興 ・ 創

生 期 間 最 後 の 予 算 編 成 に 向 け た 概 算 要 求 と い う こ と で す 。 ハ ー ド

面 に 関 し て は 、 確 実 に 完 成 が 見 え つ つ あ る と 思 い ま す が 、 被 災 地

側 か ら 求 め ら れ て い る ソ フ ト 面 に 関 し て 、 予 算 を 見 る 限 り 、 ほ ぼ

前 年 並 み と い う 要 求 額 に な っ て い る か と 思 い ま す 。 復 興 ・ 創 生 期

間 後 を 見 据 え た 次 年 度 の 予 算 の 執 行 や 確 保 に つ い て 、 ど の よ う に

考 え て い ら っ し ゃ る の か お 聞 か せ い た だ き ま す 。  

（ 答 ） 復 興 ・ 創 生 期 間 後 に つ な が る と い う こ と で 、 令 和 ２ 年 度 の 予 算

と い う こ と で す ね 。  

  地 震 ・ 津 波 被 災 地 域 に つ い て 総 仕 上 げ と い う 段 階 を 迎 え て お り ま

す の で 、 社 会 イ ン フ ラ に つ い て は 完 工 を 目 指 し て 、 執 行 状 況 を 踏

ま え た 上 で 予 算 を 確 保 し て い く と い う こ と で あ り ま す 。  

  ソ フ ト 事 業 に つ い て は 、 引 き 続 き 地 域 の 方 々 に き め 細 か く 対 応 し

て い か な け れ ば な ら な い と 思 っ て お り ま す の で 、 こ の 点 に つ い て

も 確 保 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。  

 

（ 以   上 ）  
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